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特徴

事象の進展 備　考

原料熱媒油中に水分が多量に存在
規定（0.5％）を上回る水分
（1.0％）が存在

加熱炉内６パス中の1パスにベー
パーロック現象が発生

加熱炉出口配管表面の温度計が異
常に低い値を表示

各パスには流量計の設置なし

現場で温度計を未確認のまま運転
を続行

熱媒油の偏流が生じ、流量が停止

加熱管が過熱・空焚き状態とな
り、クリープ破断が発生

熱媒油が漏洩

火災が発生 設備損害額は約2億円

注水作業の結果、燃料及び残ガス
が燃えつき、約30分後に鎮火

事故の引き金事象
事故に関係した直接・間接要

因

加熱管の過熱・空焚きによるク
リープ破断

《管理・運営要因》マニュア
ルの不備・不十分
《人的要因》運転員の能力・
経験不足
《設計要因》流量計の設置な
し

　運転員の異常事態に対する判断力の向上教育をいかに行うかがポイントとなってくる。判断力向上のために
はKNOW HOWよりもKNOW WHYを大事にする視点が常日頃の仕事を通して求められる。
　運転員は安易な判断を避け、現場・現物・現実を大事にするという、最も基本的なところでの真正面からの
取組が必要である。

引き金事象発生の原因

・原料油中水分によるベー
  パ―ロックでの偏流
・加熱管内の流れ停止

原料熱媒油中の水分含有量の
規程もなく確認せず

運転員は計器故障による異常
値と誤判断

漏洩した熱媒油が加熱炉内で
発火

再発防止対策

①運転方法の変更（系内の圧力を下げて運転）
②全パスに低流量アラーム付き流量計を設置
③装置運転再開時の水切りの徹底
④計器類の取扱要領の徹底
⑤BTX装置運転マニュアルの再教育の実施

安全専門家のコメント

BTX製造装置加熱炉加熱管の破裂、火災
1978年6月15日
BTX製造装置
定常運転中・ルーチン作業中

加熱管内でのベーパーロックによる偏流発生・流れ停止による加熱管空焚きでの破断による炉内
火災

原　因


